
第 6 回総会議事要旨 

2023 年 9 月 12 日 

 

日時：令和 5 年 9 月 12 日(火)16 時から 17 時 30 分まで 

場所：よみうり大手町ホール５階・小ホール及びオンライン 

 

１ 開会 

２ 報告事項 

（１） 広報計画実施業務委託の結果について 

決定事業社：読売新聞東京本社 

（２） 意見交換会の主な内容について 

各委員の発言について事務局より説明 

 

３ 審議事項 

（議案１）実施運営計画 ver.1.0（案）について：異議なし 

■委員による主な意見等 

・アカウンタビリティの面で、委員が意見を提案した後、どのような経緯でプランが出 

来上がっているのか、経緯の説明や意見に対するフィードバックをして頂きたい。 

・未来館でのイベントについて、高校生や若い世代、高等専門学生などにも声をかけ、 

教育委員会や学校関係者を巻き込むような工夫をして頂きたい。 

・効果測定の指標について、プログラムに参加した子どもたちの意見等を来館者の満足

度、共感度の一つの測定項目として活用できるのではないか。 

・SusHi Tech Tokyo の 3 つのプログラムについて、海外向け、都民向けなのかという 

2 階建ての議論があったかと思うが、現状この議論はどのように帰結しているのか。 

（事務局より、グローバルスタートアッププログラム、シティ・リーダーズプログラ 

ムの国際的な発信、展開に加え、ショーケースプログラムでは、都民に対し、サステ 

ナブルな未来の実現について考えてもらうために実施する、3 つのプログラムの同 

時実施により海外都市のリーダーなどを通じて世界に向けて発信していく旨説明。） 

・委員の属する企業が協賛計画に協力する際、公共性の観点から関わり方について問題 

にならないよう、適切な手続きの進め方など、今後、情報共有をして頂きたい。 

・廃材アートについては、廃材運送時の CO2 排出を懸念しており、遠方から廃材を運 

んで、実際はサステナブルではなかったということではなく、地産地消のような形で 

あってほしい。 

・ボランティアについては、献身的、貢献的な意味ではなく、参加を通してここでしか 

できない体験や学び、出会いといった、収穫が得られるから参加したいと思ってもら 

えるような建付けにして頂きたい。 



・会場ごとの企画については、差別化を図りつつ連動・連携するように検討を進めて欲 

しい。 

・登壇者の人選については、専門分野、ジェンダーなどバランスを考慮しつつ決定前に 

情報共有し、審議させて頂きたい。 

・都民の方々に 2050 年の東京を考えてもらうっていう上で、非日常では無く、より日 

常に近いコンテンツ作りを意識して頂きたい。 

・広報について、イベント周知を単に行うのではなく来場者に問いかけて、インタラク 

ティブになるような仕掛け、巻き込み方を意識して頂きたい。 

 

４ その他 

実行委員会の今後の流れなど、今後のスケジュールについて事務局より説明 

 

５ 閉会 

 

以上 

 


